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「
滞
納
金
が
増
え
て
い
る
原
因
は
何
か
」
「
徴
収
事
務

な
ど
に
問
題
は
な
い
の
か
」
な
ど
質
疑
が
集
中

　
　

議
会
に
特
別
委
員
会
を
設
置　

今
後
の
対
策
な
ど
を
協
議

　

9
月
12
日
か
ら
24
日
ま
で

の
13
日
間
の
会
期
で
平
成
25

年
第
3
回
定
例
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
定
例
会
は
決
算
認

定
の
審
議
を
中
心
に
一
般
会

計
及
び
特
別
会
計
の
補
正
予

算
案
、
教
育
委
員
の
任
命
の

同
意
な
ど
が
審
議
さ
れ
ま
し

た
。

　

12
日
の
初
日
は
夜
間
議
会

が
開
か
れ
、
傍
聴
者
は
19
人

で
し
た
。町
長
の
行
政
報
告
、

一
般
質
問
が
議
員
5
人
に
よ

り
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
の
内
容
は
、「
道

路
清
掃
態
勢
に
つ
い
て
」
や

「
中
高
合
同
体
育
祭
の
日
程

変
更
に
つ
い
て
」、「
町
税
な

ど
の
滞
納
に
つ
い
て
」、「
Ｆ

Ｒ
Ｐ
漁
船
の
廃
船
経
費
補
助

に
つ
い
て
」、「
高
齢
化
社
会

体
制
の
見
直
し
に
つ
い
て
」、

「
診
察
室
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

確
保
に
つ
い
て
」、「
診
療
所

の
病
院
食
の
改
善
に
つ
い

て
」
と
「
高
校
存
続
の
た
め

の
施
策
に
つ
い
て
」
な
ど
で

し
た
。（
６
ペ
ー
ジ
～
10
ペ
ー

ジ
を
参
照
）

決
算
特
別
委
員
会

　

平
成
24
年
度
決
算
に
つ
い

て
は
、
決
算
特
別
委
員
会
を

設
置
し
て
集
中
審
議
を
行
い

ま
し
た
。

　

今
年
の
出
前
議
会
で
も
町

民
の
皆
様
か
ら
滞
納
に
つ
い

て
の
厳
し
い
意
見
が
出
さ
れ

て
お
り
、
議
会
と
し
て
は
こ

の
問
題
を
放
置
で
き
な
い
と

し
て
、「
な
ぜ
滞
納
が
こ
れ

ほ
ど
増
え
て
き
た
の
か
」、

「
滞
納
に
対
す
る
事
務
処
理

を
き
ち
ん
と
し
た
の
か
」、

ま
た
「
滞
納
処
理
を
法
に

の
っ
と
っ
て
行
う
体
制
は
取

れ
て
い
る
の
か
」
な
ど
に
つ

い
て
質
疑
が
集
中
し
ま
し

た
。（
4
～
5
ペ
ー
ジ
参
照
）

　

さ
ら
に
議
会
は
税
の
公
平

性
の
観
点
か
ら
納
税
に
対
す

る
総
合
的
な
対
策
を
検
討
す

る
こ
と
が
必
要
と
の
判
断
で

「
町
税
等
の
滞
納
に
関
す
る

調
査
特
別
委
員
会
」
を
設
置

し
、
来
年
3
月
ま
で
の
期
間

で
検
討
す
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。（
13
ペ
ー
ジ
参
照
）

今
年
の
世
界
遺
産
の
国

推
薦
決
定
な
ら
ず
。
意

見
書
未
提
出
に
。

　
「
長
崎
の
教
会
群
と
キ
リ

ス
ト
教
関
連
遺
産
」
の
本
年

の
国
推
薦
決
定
を
要
望
す
る

意
見
書
を
国
や
関
係
省
庁
に

に
提
出
す
る
予
定
に
し
て
お

り
ま
し
た
が
、
急
き
ょ
13
日

に
「
明
治
日
本
の
産
業
革
命

遺
産
」
を
再
来
年
の
登
録
を

目
指
し
、
政
府
が
ユ
ネ
ス
コ

に
推
薦
決
定
し
た
と
の
報
道

が
あ
り
、
時
期
を
逸
し
た
た

め
、
こ
れ
を
提
出
す
る
こ
と

を
断
念
い
た
し
ま
し
た
。
こ

の
意
見
書
に
対
し
て
は
、
次

回
提
出
の
時
期
を
見
据
え
て

判
断
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

し
た
が
っ
て
、
今
回
は
、

政
府
が
道
州
制
に
関
す
る
法

律
制
定
を
目
指
し
て
い
る
こ

と
に
対
し
て
、「
道
州
制
導

入
に
反
対
す
る
意
見
書
」
を

小
値
賀
町
議
会
と
し
て
提

出
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

（
13
ペ
ー
ジ
参
照
）

 

　

9
月
17
日
は
、
平
成
25
年

度
一
般
会
計
補
正
予
算
案
を

審
議
し
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
補
正
予
算
案
で

は
、
本
年
度
当
初
予
算
で
、

説
明
不
足
や
小
値
賀
経
済
に

与
え
る
影
響
、
保
護
者
の
賛

否
が
拮
抗
し
て
い
る
な
ど
の

理
由
に
よ
り
、
認
め
な
か
っ

た
学
校
給
食
施
設
設
計
委
託

料
が
、
今
回
再
び
計
上
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
時
期
尚

早
及
び
議
論
が
十
分
で
な
い

な
ど
の
理
由
で
学
校
給
食
施

設
設
計
委
託
料
を
削
減
す
る

修
正
動
議
が
提
出
さ
れ
、
原

案
と
合
わ
せ
て
審
議
し
ま
し

た
。

　

白
熱
し
た
熱
心
な
質
疑
と

討
論
を
終
え
て
採
決
に
至
り

ま
し
た
。

　

議
会
で
指
摘
し
た
部
分
に

つ
い
て
、
説
明
会
な
ど
に
よ

り
保
護
者
の
賛
成
率
は
75
％

に
な
っ
た
こ
と
、
商
店
街
に

お
け
る
説
明
会
を
実
施
し
た

こ
と
、
給
食
実
施
に
よ
る
商

店
街
へ
の
影
響
を
配
慮
し
食

材
の
調
達
を
9
割
以
上
は
町

内
で
行
う
こ
と
な
ど
を
町
長

が
約
束
し
た
こ
と
、
ア
レ
ル

ギ
ー
対
策
を
慎
重
か
つ
十
分

に
と
る
と
の
教
育
長
の
答
弁

を
受
け
て
、
給
食
実
施
の
環

境
は
整
っ
た
と
し
て
、
学
校

給
食
施
設
設
計
委
託
料
を
ゼ

ロ
に
す
る
修
正
案
を
否
決

し
、
一
般
会
計
補
正
予
算
を

原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し

た
。（
11
ペ
ー
ジ
参
照
）

小値賀町議会だより第 85 号（2）小値賀町議会だより第 85 号（3）

決算特別委員会
一
般
会
計
補
正
予
算
を
原
案
可
決

地滑りがおきた納島の災害箇所を産業建設常任委員会が視察

税金はいろんなところに使われています。教育費もその一つです。



小値賀町議会だより第 85 号（5） 小値賀町議会だより第 85 号（4）

決算特別委員会審議
　

平
成
24
年
度
の
一
般
会
計

及
び
特
別
会
計
の
決
算
に
つ

い
て
は
18
日
、
19
日
の
２
日

間
、
決
算
特
別
委
員
会(

土

川
重
佳
委
員
長)

に
お
い
て

審
議
し
、
24
日
の
本
会
議
で

委
員
会
決
定
の
と
お
り
認
定

い
た
し
ま
し
た
。

　

決
算
特
別
委
員
会
で
は
、

歳
入
の
部
で
、
ま
ず
町
税
の

滞
納
に
つ
い
て
質
疑
が
集
中

し
ま
し
た
。

　

近
年
、
決
算
審
議
の
折
に

は
必
ず
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど

滞
納
金
の
問
題
が
質
疑
さ

れ
、
税
の
公
平
性
の
観
点
か

ら
徴
収
努
力
を
す
る
よ
う
毎

回
指
摘
を
し
て
き
た
も
の
で

す
。
今
回
は
監
査
委
員
の
意

見
書
の
中
で
滞
納
金
の
処
理

に
つ
い
て
注
意
を
喚
起
さ
れ

ま
し
た
。

　

時
効
の
問
題
も
出
て
き
て

お
り
、
委
員
会
で
は
、
次
の

よ
う
な
質
疑
応
答
が
な
さ
れ

ま
し
た
。

　
「
町
税
で
の
未
納
額
が
前

年
に
比
し
て
約
２
０
０
万
円

増
え
て
い
る
が
、
新
た
に
何

人
滞
納
者
が
増
え
て
い
る
の

か
」
の
質
疑
に
対
し
て
、「
町

民
税
10
人
、
固
定
資
産
税
９

人
、
軽
自
動
車
税
２
人
で
あ

り
、全
員
に
督
促
し
て
い
る
」

と
の
こ
と
で
、
依
然
増
加
傾

向
で
す
。

　

ま
た
、「
監
査
委
員
の
意

見
書
の
中
で
、
税
条
例
の
規

則
を
早
急
に
整
備
す
べ
き
と

の
指
摘
が
あ
る
が
、
ど
の
よ

う
に
認
識
し
て
い
る
の
か
」

に
対
し
て
は
、「
本
町
に
は

税
条
例
施
行
規
則
が
な
い
。

法
律
等
を
準
用
し
て
徴
収
事

務
を
行
う
現
状
に
あ
る
が
、

滞
納
処
分
の
執
行
停
止
や
不

納
欠
損
処
理
な
ど
手
続
き
の

仕
方
等
を
明
記
す
る
規
則
を

整
備
す
る
必
要
が
あ
る
」
と

答
え
、
平
成
25
年
度
中
に
問

題
点
を
整
理
し
て
、
し
か
る

べ
き
対
応
を
と
る
と
い
う
姿

勢
を
示
し
ま
し
た
。

1,3
％
増
加
し
ま
し
た
。

特別会計名 歳入総額 歳出総額 単年度収支 一般会計からの繰入金
国民健康保険事業特別会計 4 億 9340 万 4004 円 ４億 7466 万 2219 円 512 万 1670 円 2083 万 7982 円
簡易水道事業特別会計 8874 万 4922 円 8598 万 8072 円 30 万 5878 円 3108 万 6000 円
渡船事業特別会計 5975 万 3455 円 5666 万 2632 円 95 万 1933 円 1855 万 8000 円
国民健康保険診療所特別会計 4 億 4140 万 766 円 4 億 1521 万 3078 円 △ 344 万 6705 円 6158 万 6000 円
下水道事業特別会計 1 億 8232 万 6008 円 1 億 7909 万 8216 円 △ 80 万 7036 円 1 億 5341 万 3000 円
介護保険事業特別会計 3 億 8969 万 8852 円 3 億 7472 万 1697 円 743 万 9279 円 5274 万 9000 円
後期高齢者医療事業特別会計 4378 万 2372 円 4354 万 5151 円 △ 9 万 4373 円 2203 万 7200 円
　　　　合　　　　計 16 億 9911 万 379 円 16 億 2989 万 1065 円 947 万 646 円 3 億 6026 万 7182 円

町税 1 億 4914 万 5903 円
地方譲与税 2378 万 6032 円
利子割交付金 28 万 3000 円
配当割交付金 19 万 2000 円
株式等譲渡所得割交付金 4 万円
地方消費税交付金 2224 万 8000 円
自動車取得税交付金 386 万 5000 円
地方特例交付金 8 万 4000 円
地方交付税 17 億 927 万 3000 円
交通安全対策特別交付金 0
分担金及び負担金 814 万 3120 円
使用料及び手数料 4789 万 4710 円
国庫支出金 3 億 8186 万 2608 円
県支出金 2 億 1093 万 8990 円
財産収入 900 万 6381 円
寄附金 538 万 7875 円
繰入金 2 億 8625 万 5061 円
繰越金 6591 万 1861 円
諸収入 6303 万 8822 円
町債 4 億 7348 万 5000 円
歳入合計 34 億 6084 万 1363 円

議会費 5965 万 2539 円
総務費 6 億 3847 万 1630 円
民生費 3 億 5690 万 2123 円
衛生費 2 億 1972 万 3497 円
農林水産業費 4 億 3748 万 8573 円
商工費 9668 万 2036 円
土木費 2 億 1943 万 8836 円
消防費 1 億 5088 万 511 円
教育費 8 億 6686 万 9641 円
災害復旧費 537 万 1138 円
公債費 3 億 4207 万 3560 円
諸支出金 1855 万 8000 円
歳出合計 34 億 1211 万 2084 円

決
算
特
別
委
員
会
の
質
疑
応
答
の
一
部
を
記
し
て
お
き
ま

す
。

[

一
般
会
計
］

問　

ふ
る
さ
と
寄
附
金
の
大
幅
増
の
内
訳
は
？

答　

15
件
で
４
２
５
万
円
あ
り
、
最
高
額
は
３
５
０
万
円
。

問　

あ
わ
び
館
の
販
売
収
入
が
前
年
度
よ
り
１
２
５
万
円
増

　
　

え
て
い
る
が
内
容
は
？

答　

24
年
度
か
ら
値
賀
咲
等
の
鮮
魚
を
関
東
、
関
西
方
面
に

　
　

出
荷
し
て
い
る
た
め
。

問　

ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
等
で
の
堆
肥
づ
く
り
に
よ
り

　
　

ゴ
ミ
の
量
は
減
っ
た
か
。

答　

２
５
２
世
帯
で
実
施
し
て
お
り
、
前
年
度
比
で
約
60
ト

　
　

ン
減
量
で
き
た
。
材
料
は
無
料
で
提
供
し
て
い
る
の
で

　
　

積
極
的
に
利
用
し
て
も
ら
い
た
い
。

[

特
別
会
計]

問　

国
民
健
康
保
険
税
の
滞
納
額
は
２
２
６
４
万
円
あ
る
。

　
　

今
後
ど
う
す
る
つ
も
り
か
。

答　

こ
れ
が
一
番
滞
納
額
が
多
い
。
町
税
同
様
に
執
行
で
き

　
　

る
も
の
と
不
納
欠
損
で
き
る
も
の
に
整
理
し
て
対
応
し

　
　

て
い
き
た
い
。

問　

簡
易
水
道
の
総
配
水
量
と
有
効
使
用
量
と
の
差
が
４
万

　
　

ト
ン
も
あ
る
が
、
何
が
起
き
て
い
る
の
か
。

答　

漏
水
の
可
能
性
を
考
え
た
。
現
地
調
査
結
果
２
か
所
で

　
　

漏
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
、 

修
理
し
た
と
こ
ろ
、

　
　

有
収
率
も

85,1
％
か
ら
91
％
と
ほ
ぼ
通
常
状
態
に
改
善
さ

　
　

れ
た
。

一般会計　歳入決算額 34 億 6084 万 1363 円　歳出決算額 34 億 1211 万 2084 円
（歳入）（歳出）

　

審
議
後
の
委
員
の
意
見
は

次
の
と
お
り
で
す
。

■
滞
納
問
題
は
大
き
な
問
題

で
あ
る
。
今
後
の
対
応
を
期

待
す
る
。

■
厳
し
い
財
政
の
中
で
の
や

り
く
り
が
大
変
、
大
型
事
業

も
多
少
見
直
し
を
。

■
補
助
金
は
既
得
権
で
は
な

い
。
補
助
基
準
を
策
定
し
整

理
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

■
特
定
健
診
の
受
診
率
、
特

定
保
健
指
導
と
も
に
県
の
目

標
率
を
超
え
て
い
る
。
関
係

部
署
の
努
力
の
結
果
と
評
価

し
た
い
。

　

こ
れ
を
受
け
て
議
会
で
は

「
町
税
等
の
滞
納
に
関
す
る

調
査
特
別
委
員
会
」
の
設
置

を
決
め
ま
し
た
。（
13
ペ
ー

ジ
参
照
）

　

一
般
会
計
歳
入
決
算
額
は

23
年
度
比
で
約
２
億
６
０
０

０
万
円
増
加
し
、
34
億
６
０

８
４
万
１
３
６
３
円
で
し
た
。

　

歳
出
決
算
額
は
34
億
１
２

１
１
万
２
０
８
４
円
で
し
た
。

　

本
町
歳
入
の
多
く
を
占
め

る
地
方
交
付
税
の
今
後
の
動

向
に
つ
い
て
の
質
疑
に
は
、「 

平
成
27
年
度
の
国
勢
調
査
で

人
口
が
さ
ら
に
減
れ
ば
、
そ

の
後
の
交
付
税
額
に
反
映
さ

れ
る
可
能
性
が
あ
る
が
、
単

位
費
用
や
測
定
単
位
や
係
数

な
ど
計
算
が
複
雑
な
の
で
簡

単
に
は
予
想
で
き
な
い
」
と

答
え
て
い
ま
す
。

　

歳
出
に
つ
い
て
は
、
小
中

学
校
の
校
舎
建
設
、
庁
舎
改

修
工
事
を
中
心
に
各
種
整
備

事
業
を
展
開
し
、
結
果
、
単

年
度
収
支
は
５
８
７
万
円
の

赤
字
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
財
政
の
弾
力
度
合

い
を
示
す
経
常
収
支
比
率
は

23
年
度
の

81,3
％
か
ら

82,6
％
と

※
経
常
収
支
比
率

　

75
％
を
超
え
る
と
財
政
構
造
の
弾
力
性

が
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
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「
冬
場
に
年
次
計
画
を
立
て
て
除
去
し
ま
す
」

【
問
】
近
藤
育
雄
議
員

　

こ
の
時
期
、
公
道
道
端
の

草
木
が
繁
茂
し
、
通
行
を
阻

害
し
、
景
観
上
も
印
象
を
悪

く
し
て
い
る
。

　

道
路
作
業
員
が
日
々
作
業

に
従
事
し
て
刈
払
作
業
を
し

て
い
る
が
、
場
所
に
よ
っ
て

は
泥
が
堆
積
し
て
作
業
効
率

を
悪
く
し
て
い
る
。

　

数
年
に
一
度
は
重
機
等
に

よ
り
道
端
の
根
や
泥
を
除
去

で
き
な
い
か
。

【
答
】
西　

町
長

　

冬
場
に
年
次
計
画
を
立
て

て
堆
積
し
た
泥
等
の
除
去
作

業
を
行
う
事
と
致
し
ま
す
。

　

農
家
地
区
に
お
い
て
は
農

地
・
水
保
全
管
理
共
同
活
動

推
進
事
業
や
中
山
間
地
域
等

直
接
支
払
交
付
金
事
業
を
活

用
し
て
作
業
を
し
て
お
り
ま

す
。

　

【
問
】
近
藤
議
員

　

道
路
作
業
員
が
７
名
体
制

で
道
路
と
公
園
を
管
理
し
て

い
る
が
、
10
名
体
制
等
に
し

て
効
率
的
に
出
来
な
い
の

か
。

【
答
】
建
設
課
長

　

道
路
清
掃
の
人
員
配
置
は

今
年
の
4
月
に
建
設
課
に
集

約
さ
れ
た
ば
か
り
で
あ
り
、

も
う
少
し
状
況
を
見
守
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

学
校
の
判
断
を
尊
重
し
た
い

【
問
】
近
藤
議
員

　

数
年
前
か
ら
中
高
合
同
体

育
祭
が
9
月
の
第
1
日
曜
日

に
設
定
さ
れ
て
お
り
、
夏
休

み
を
前
倒
し
し
て
い
る
状
況

だ
が
、
日
程
の
変
更
は
で
き

な
い
の
か
。

【
答
】
浦
教
育
長

　

学
校
行
事
の
開
催
日
程

は
、
学
校
で
設
定
す
る
事
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

高
校
側
で
は
、
県
内
の
多

く
の
学
校
が
第
1
日
曜
日
に

設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

9
月
の
2
週
に
な
る
と
公

務
員
試
験
や
各
種
の
資
格
試

験
が
始
ま
り
、
3
週
目
以
降

に
な
る
と
就
職
試
験
が
解
禁

と
な
り
ま
す
の
で
、
全
員
が

揃
う
9
月
1
週
の
日
曜
日
に

設
定
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

中
学
校
の
方
は
、
小
中
高

一
貫
教
育
の
関
係
で
高
校
に

あ
わ
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況

と
の
事
で
す
。

「
滞
納
整
理
基
準
を
整
備
し
、
問
題
の
解
決
を
図
り
ま
す
」

【
問
】
伊
藤
忠
之
議
員

　

町
税
の
滞
納
が
年
々
増
加

傾
向
に
あ
る
。
こ
の
ま
ま
で

は
税
の
公
平
性
が
失
わ
れ
か

ね
な
い
。
納
税
に
対
す
る
町

民
の
信
頼
を
得
る
た
め
に
は

徴
収
事
務
を
し
っ
か
り
行

な
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

考
え
る
。

　

現
在
、
滞
納
が
増
え
て
い

る
原
因
、
そ
し
て
滞
納
金
の

時
効
の
発
生
と
そ
の
理
由
は

何
な
の
か
伺
う
。

　

ま
た
、
担
当
職
員
の
徴
税

に
関
す
る
能
力
の
向
上
に
つ

い
て
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
。

　

債
権
の
管
理
に
関
す
る
記

録
簿
は
あ
る
の
か
。

　

時
効
の
発
生
し
て
い
る
滞

納
金
の
処
理
を
ど
の
よ
う
に

す
る
つ
も
り
か
伺
う
。

【
答
】
西　

町
長

　

年
々
増
加
す
る
滞
納
対
策

は
喫
緊
の
課
題
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

税
の
公
平
性
を
保
つ
こ
と

は
重
要
で
あ
り
、
こ
れ
を
機

会
に
整
理
し
て
、
町
民
の
信

頼
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

原
因
に
つ
い
て
は
、
年
々

国
保
税
が
上
が
っ
て
い
る
事

や
町
の
良
き
伝
統
で
あ
っ
た

地
区
で
の
一
括
徴
収
に
よ
る

奨
励
金
が
廃
止
さ
れ
た
事
、

農
業
・
漁
業
の
第
1
次
産
業

の
経
済
状
況
の
悪
化
も
大
き

な
要
因
と
考
え
ま
す
。

　

滞
納
金
の
時
効
に
関
し
て

の
把
握
は
、
滞
納
処
分
や
督

促
の
手
続
き
な
ど
を
精
査
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が

多
く
、
時
間
が
か
か
っ
て
い

ま
す
。
現
在
は
記
録
簿
等
を

整
理
し
て
い
る
最
中
で
す
。

　

現
在
の
滞
納
に
つ
い
て

は
、
こ
こ
で
一
旦
区
切
り
を

つ
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

本
来
の
法
律
や
条
例
に

の
っ
と
っ
た
事
務
の
遂
行
が

で
き
る
よ
う
知
恵
を
集
め
て

問
題
の
解
決
を
図
り
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

研
修
や
専
門
の
方
々
の
指

導
を
仰
ぎ
、
職
員
の
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
を
図
っ
て
行
く
事
は

必
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

住
民
の
皆
様
に
、
こ
れ
ま

で
の
経
過
と
こ
れ
か
ら
の
滞

納
対
策
を
十
分
お
知
ら
せ

し
、
納
税
の
協
力
を
お
願
い

す
る
と
共
に
今
後
は
し
っ
か

り
と
し
た
徴
収
事
務
に
取
り

組
ん
で
行
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

近藤育雄議員伊藤忠之議員

泥が堆積し草が生茂る公道の一部
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そこが聞きたい
これはどう考える？

「
町
独
自
の
補
助
が
で
き
な
い
か
慎
重
に
考
え
て
い
き
た
い
」

生きがいづくり事業を推進

【
問
】
末
永
一
朗
議
員

　

町
の
漁
港
に
使
用
不
能
の

Ｆ
Ｒ
Ｐ
漁
船
が
10
数
隻
、
長

年
係
留
さ
れ
た
ま
ま
に
な
っ

て
お
り
、
台
風
な
ど
避
難
す

る
場
合
に
、
他
の
漁
船
の
妨

げ
に
な
っ
て
い
る
。

　

解
体
費
や
輸
送
費
が
高
額

で
あ
る
た
め
自
己
資
金
で
は

負
担
出
来
な
い
状
況
で
あ

る
。

　

輸
送
費
の
一
部
で
も
町
が

負
担
す
る
事
が
で
き
な
い

か
。

【
答
】
西　

町
長

　

廃
船
に
な
っ
た
Ｆ
Ｒ
Ｐ
漁

船
に
つ
い
て
は
所
有
者
が
責

任
を
持
っ
て
解
体
す
る
事
に

な
っ
て
お
り
、
そ
れ
を
守
ら

な
い
と
罰
則
が
あ
り
ま
す
。

　

Ｆ
Ｒ
Ｐ
漁
船
を
解
体
処
理

す
る
場
合
は
、
産
業
廃
棄
物

と
な
り
、
処
理
業
者
に
依
頼

す
る
事
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
町
外
で
処
理
す
る

方
法
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　

費
用
の
節
減
を
図
る
た
め

に
は
、
指
定
さ
れ
た
保
管
場

所
に
持
っ
て
行
き
、
ま
と
め

て
島
外
搬
出
す
る
と
い
う
方

法
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
ま
す
。

　

安
全
に
お
い
て
も
景
観
に

お
い
て
も
重
要
な
問
題
と
考

え
ま
す
の
で
、
新
離
島
振
興

法
の
活
用
も
視
野
に
入
れ
、

国
や
県
に
お
願
い
し
て
み
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

廃
船
の
状
況
等
を
把
握
し

て
、
小
値
賀
町
独
自
の
補
助

が
で
き
な
い
か
慎
重
に
考
え

て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
問
】
末
永
議
員

　

焼
却
炉
が
あ
れ
ば
格
安
で

処
理
で
き
る
と
聞
い
て
い
る

が
、
小
値
賀
独
自
の
焼
却
炉

の
建
設
の
考
え
は
な
い
か
。

【
答
】
西　

町
長

　

小
規
模
の
焼
却
炉
を
各
離

島
に
設
置
出
来
な
い
か
と
の

要
望
が
あ
り
ま
す
が
、
補
助

金
が
ら
み
の
事
で
す
の
で
現

状
で
は
難
し
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

【
問
】
岩
坪
義
光
議
員

　

高
齢
者
の
独
り
暮
ら
し
の

増
加
や
、
老
老
介
護
・
男
性

が
女
性
を
介
護
す
る
家
庭
の

増
加
、
近
所
に
若
者
が
い
な

い
な
ど
高
齢
者
の
生
活
環
境

が
さ
ら
に
厳
し
い
社
会
と
な

っ
て
き
て
い
る
。

　

本
町
に
お
い
て
、
こ
れ
ま

で
と
違
う
、
誰
も
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
長
寿
社
会
に
向

け
た
新
た
な
対
応
を
迫
ら
れ

て
い
る
。

　

今
こ
そ
町
全
体
で
、
超
高

齢
者
社
会
に
お
け
る
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
新
た
な
社
会
シ

ス
テ
ム
づ
く
り
に
取
り
組
ま

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

る
。

　

町
長
の
現
状
に
対
す
る
認

識
と
今
後
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
伺
う
。

　

ま
た
、
介
護
人
材
の
育
成

に
つ
い
て
は
、
今
後
、
ど
の

よ
う
な
考
え
を
持
っ
て
い
る

の
か
伺
う
。

【
答
】
西　

町
長

　

町
と
し
て
介
護
支
援
を
す

る
一
方
で
、
自
主
的
な
活
動

を
中
心
に
生
き
が
い
づ
く
り

の
事
業
を
推
進
し
て
い
き
ま

す
。

　

町
の
高
齢
者
学
級
や
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
等
と
連

携
を
図
り
な
が
ら
、
家
に
閉

じ
こ
も
る
事
を
防
止
す
る
事

業
を
進
め
て
行
く
予
定
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

特
に
家
庭
内
で
介
護
し
て

い
る
介
護
技
術
の
指
導
や
ス

ト
レ
ス
等
の
ケ
ア
対
策
に
つ

い
て
も
関
係
機
関
と
連
携
を

し
な
が
ら
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

介
護
人
材
育
成
に
つ
い
て

は
、
町
内
の
介
護
施
設
は
、

法
令
に
沿
っ
た
職
員
の
配
置

を
し
て
い
ま
す
が
、
職
員
の

確
保
が
難
し
い
状
況
と
聞
い

て
い
ま
す
。

　

町
も
責
任
を
持
っ
て
関
係

機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、
更

に
底
上
げ
を
図
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

【
問
】
岩
坪
議
員

　

小
値
賀
町
診
療
所
の
診
察

室
で
の
医
師
と
の
会
話
が
漏

れ
る
場
合
が
あ
り
、
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
の
観
点
か
ら
問
題
が

あ
る
。
何
か
対
策
は
な
い
か
。

　

ま
た
、
冷
え
た
病
院
食
の

現
状
に
つ
い
て
も
対
応
が
必

要
で
は
？

【
答
】
西　

町
長

　

以
前
は
、
診
療
室
の
長
椅

子
を
撤
去
し
、
待
合
所
で
次

の
患
者
さ
ん
に
待
機
し
て
頂

い
て
い
ま
し
た
が
、
患
者
さ

ん
を
呼
ぶ
事
や
高
齢
者
の
患

者
さ
ん
の
移
動
に
時
間
が
か

か
る
た
め
、
現
在
の
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
診
療
室
の
カ
ー
テ

ン
を
ス
ラ
イ
ド
式
の
ド
ア
に

改
修
す
る
事
で
応
急
処
置
を

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

病
院
食
に
つ
い
て
は
、
冬

場
の
食
事
が
冷
た
く
な
っ
て

い
る
状
況
で
す
。

　

今
後
は
レ
ン
ジ
で
温
め
た

り
、
冷
え
に
く
い
食
器
を
導

入
す
る
な
ど
対
策
を
講
じ
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

患
者
さ
ん
の
為
に
改
善
す

べ
き
こ
と
は
実
施
し
た
い
と

思
い
ま
す
の
で
、
ご
意
見
等

を
聴
収
し
て
、
今
後
充
分
に

対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

カ
ー
テ
ン
部
分
を
ス
ラ
イ
ド
式
の
ド
ア
に
す
る
よ
う
検
討

末永一朗議員岩坪義光議員

小値賀の高齢者の施設

港に係留されている漁船の中にも使用不能のＦＲＰ漁船
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そこが聞きたい
これはどう考える？

「
子
育
て
支
援
や
保
育
環
境
の
整
備
で
自
然
増
を
期
待
し
ま
す
」

【
問
】
小
辻
隆
治
郎
議
員

　

近
年
、
北
松
西
高
校
へ
の

入
学
者
が
減
少
し
て
お
り
、

６
年
後
は
一
学
年
15
人
を
切

る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　

以
前
、
議
会
と
し
て
県
教

育
委
員
会
に
北
松
西
高
校
入

学
者
定
員
割
れ
を
心
配
し
て

高
校
存
続
に
つ
い
て
今
後
の

方
針
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
「
離

島
の
高
校
に
つ
い
て
は
、
統

合
や
廃
校
に
つ
い
て
は
考
え

て
い
な
い
」
と
の
事
だ
っ
た
。

　

し
か
し
、
第
2
期
県
立
高

校
改
革
基
本
方
針
で
は
、
将

来
、
生
徒
数
の
状
況
に
よ
っ

て
は
再
編
の
あ
り
方
を
検
討

す
る
と
明
記
さ
れ
、
微
妙
な

表
現
に
変
わ
っ
て
き
て
お

り
、
心
配
し
て
い
る
。

　

高
校
が
本
町
に
存
在
す
る

意
義
に
つ
い
て
町
長
の
考
え

を
伺
う
。

【
答
】
西　

町
長

　

県
立
北
松
西
高
校
は
島
内

唯
一
の
高
校
で
あ
り
、
長
い

歴
史
が
あ
り
、
多
く
の
卒
業

生
を
輩
出
し
て
い
ま
す
。

　

町
に
と
っ
て
は
無
く
て
は

な
ら
な
い
高
校
と
認
識
し
て

い
ま
す
。

　

仮
に
高
校
が
無
く
な
る
事

と
な
れ
ば
保
護
者
の
負
担
は

多
大
と
な
り　

本
土
地
区
へ

の
移
住
と
な
れ
ば
過
疎
化
が

今
以
上
に
進
み
、
町
と
し
て

の
存
続
も
危
う
く
な
る
と
思

い
ま
す
。

【
問
】
小
辻
議
員

　

高
校
存
続
の
た
め
に
は
、

入
学
者
を
増
や
す
必
要
が
あ

る
。
高
校
入
学
者
を
増
や
す

た
め
の
具
体
的
な
施
策
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
な
考
え
を

持
っ
て
い
る
か
。

【
答
】
西　

町
長

　

子
育
て
支
援
や
保
育
環
境

の
整
備
、
小
規
模
で
も
雇
用

を
生
み
出
す
施
策
を
進
め
る

事
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

小
値
賀
町
の
振
興
計
画
を

確
実
に
進
め
る
事
で
存
続
す

る
こ
と
は
可
能
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。

【
問
】
小
辻
議
員

　

島
根
県
海
士あ

ま
ち
ょ
う

町
が
取
り

組
ん
で
い
る
離
島
留
学
制
度

に
つ
い
て
の
見
解
は
？
本
町

で
出
来
き
る
こ
と
は
？　

【
答
】
西　

町
長

　

県
立
高
校
の
入
学
者
等
の

対
応
は
、
ま
ず
は
高
校
や
長

崎
県
教
育
委
員
会
に
お
願
い

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

連
携
型
小
中
高
一
貫
教
育

を
実
施
し
て
い
る
現
状
で
の

早
期
の
廃
校
は
考
え
ら
れ
な

い
と
推
測
し
て
い
ま
す
。

　

地
方
自
治
体
と
し
て
出
来

る
事
は
な
い
か
と
考
え
る
と

き
、
海あ

ま
ち
ょ
う

士
町
の
離
島
留
学
制

度
は
大
変
参
考
に
な
る
も
の

と
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
小
値
賀
町
に
そ

の
ま
ま
活
用
す
る
の
も
難
し

い
よ
う
で
す
。

　

十
分
参
考
に
し
な
が
ら
県

教
育
委
員
会
や
関
係
機
関
と

協
議
の
上
、
小
値
賀
に
合
っ

た
留
学
制
度
を
検
討
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

9
月
17
日
に
本
年
度
の
一

般
会
計
補
正
予
算
案
を
審
議

し
ま
し
た
。

　

学
校
給
食
施
設
設
計
委
託

料
９
２
４
万
円
を
削
減
す
る

修
正
動
議
が
提
出
さ
れ
ま
し

た
が
、
3
対
6
で
こ
れ
を
否

決
し
、
平
成
25
年
度
一
般
会

計
補
正
予
算
第
2
号
を
原
案

ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

歳
入
の
主
な
も
の
は
、
地

方
交
付
税
の
４
４
９
６
万
円

で
す
。

　

今
回
の
補
正
予
算
の
歳
出

の
中
で
、
主
な
も
の
は
、
じ

げ
も
ん
振
興
費
の
６
８
０
万

円
で
す
。

　

こ
れ
は
、
廃
校
に
な
っ
た

旧
斑
小
学
校
を
特
産
品
加
工

場
と
し
て
整
備
す
る
た
め
の

調
査
設
計
委
託
料
が
主
な
も

の
で
す
。
合
わ
せ
て
施
設
の

備
品
も
購
入
予
定
で
す
。

　

と
り
あ
え
ず
は
一
般
財
団

法
人
「
担
い
手
公
社
」
が
中

心
に
こ
の
施
設
を
活
用
し
て

い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

こ
れ
か
ら
の
特
産
品
開
発
に

弾
み
が
つ
く
の
で
は
な
い
か

と
期
待
し
ま
す
。

　

活
用
方
法
に
つ
い
て
の

「
こ
の
作
業
場
は
誰
で
も
利

用
で
き
る
よ
う
に
す
る
の

か
」と
の
質
疑
に
対
し
て「
今

後
関
係
団
体
と
と
も
に
活
用

を
検
討
し
て
い
く
予
定
だ
」

と
の
こ
と
で
し
た
。

　

旧
斑
小
学
校
の
活
用
に
つ

い
て
は
今
ま
で
、
い
ろ
い
ろ

検
討
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、

こ
こ
に
き
て
や
っ
と
方
向
性

が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

災
害
復
旧
費
で
す
が
、
先

の
台
風
や
豪
雨
に
よ
り
被
害

を
受
け
た
柳
や
班
や
納
島
な

ど
９
個
所
の
災
害
復
旧
分
で

す
。

　

質
疑
の
中
で
、「
い
つ
ま

で
も
工
事
に
入
ら
ず
、
農
作

　　　　　　　　　平成 25 年度小値賀町一般会計補正予算（第 2 号）
　　　　　　歳入歳出それぞれ 6940 万円を追加し、予算総額を 26 億 1070 万円に

　主な歳入　地方交付税　4496 万 8000 円　　主な歳出　総務費    　 6572 万 7000 円　
　　　　　　町債　　　　1682 万 2000 円　　　　　　　衛生費　     1549 万 5000 円減額
　　　　　　県支出金　　798 万円　　　　　　　　　　  教育費　       170 万 3000 円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  災害復旧費　819 万 6000 円

小辻隆治郎議員

業
に
影
響
が
出
る
事
態
に
な

ら
な
い
よ
う
時
期
に
は
十
分

気
を
付
け
る
よ
う
に
」
と
執

行
部
に
対
し
て
配
慮
を
求
め

ま
し
た
。「
国
の
採
択
を
受

け
れ
ば
す
ぐ
に
取
り
組
み
た

い
」
と
の
答
弁
で
し
た
。

　

教
育
費
の
中
で
、
新
築
し

た
ば
か
り
の
小
学
校
関
連
の

修
繕
料
（
１
３
５
万
円
）
が

あ
り
ま
し
た
の
で
、「
新
築

の
学
校
な
の
に
修
繕
と
は
ど

う
い
う
こ
と
か
」
と
の
質
疑

が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

新
し
く
作
っ
た
渡
り
廊
下
と

つ
な
ぐ
体
育
館
か
ら
の
旧
廊

下
の
接
続
部
分
の
屋
根
と
老

朽
化
し
た
部
分
の
修
理
で

す
。

　

議
事
日
程
で
は
、
６
つ
の

特
別
会
計
補
正
予
算
案
も
審

議
予
定
で
し
た
が
、
一
般
会

計
補
正
予
算
案
審
議
が
長
引

い
た
た
め
延
会
と
し
ま
し

た
。　

特
別
会
計
補
正
予
算

は
、24
日
に
審
議
し
ま
し
た
。

じ
げ
も
ん
振
興
費
に
６
８
０
万
円

加工場として整備される予定の旧斑小学校

北松西高等学校
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平
成
25
年
度
特
別
会
計
６
会
計
補
正
予
算　

原
案
可
決

　

9
月
24
日
に
特
別
会
計
の

補
正
予
算
に
つ
い
て
審
議
し

ま
し
た
。

　

6
会
計
の
補
正
予
算
案
が

提
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
ほ
と

ん
ど
が
、
平
成
24
年
度
の
出

納
閉
鎖
後
の
繰
越
額
が
決
定

し
た
こ
と
に
よ
る
繰
越
金

と
、
6
月
定
例
会
で
職
員
の

給
与
削
減
が
決
ま
っ
た
こ
と

を
受
け
て
の
給
料
等
の
削
減

補
正
で
す
。

　

提
出
さ
れ
た
6
つ
の
特
別

会
計
補
正
予
算
を
原
案
の
と

お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

各
特
別
会
計
の
補
正
予
算

は
左
の
と
お
り
で
す
。

小値賀町介護保険事業特別会計補正予算（第 1 号）

　歳入歳出それぞれ 1397 万 7000 円を追加し、
　予算総額を 4 億 1197 万 7000 円に

　主な歳入　繰越金　　 1397 万 7000 円
　主な歳出　保険給付費　363 万 4000 円

小値賀町簡易水道事業特別会計補正予算（第 1 号）

　歳入歳出それぞれ 7 万 6000 円を減額し、
　予算総額を 8572 万 4000 円に

　主な歳入　繰越金　175 万 6000 円
　　　　　　繰入金　183 万 2000 円減額
　主な歳出　総務費　     7 万 6000 円減額

小値賀町下水道事業特別会計補正予算（第 1 号）

　歳入歳出それぞれ 38 万 3000 円を追加し、
　予算総額を 1 億 7161 万 7000 円に

　主な歳入　繰入金　184 万 4000 円減額
　　　　　　繰越金　222 万 7000 円
　主な歳出　総務費　  38 万 3000 円

小値賀町渡船事業特別会計補正予算（第 1 号）

　歳入歳出それぞれ 250 万円を減額し、
　予算総額を 5690 万円に

主な歳入　繰入金　       449 万円減額
　　　　　繰越金　       199 万円
主な歳出　渡船事業費　264 万 5000 円減額

小値賀町国民健康保険診療所特別会計補正予算（第 1 号）

　歳入歳出それぞれ 278 万 4000 円を追加し、
　予算総額を 4 億 3078 万 4000 円に

　主な歳入　繰入金　1340 万 3000 円減額
　　　　　　繰越金　1618 万 7000 円
　主な歳出　総務費　  271 万 8000 円
　　　　　　医業費　       6 万 6000 円

　

こ
の
度
の
決
算
審
査
に
お

け
る
意
見
書
で
の
監
査
委
員

か
ら
の
指
摘
や
、一
般
質
問
、

決
算
審
議
を
受
け
て
、
最
終

日
の
24
日
に
は
、「
町
税
等

の
滞
納
に
関
す
る
調
査
特
別

委
員
会
」
の
設
置
が
提
案
さ

れ
、こ
れ
を
可
決
し
ま
し
た
。

　

来
年
3
月
定
例
会
を
目
途

に　

時
効
の
問
題
な
ど
現
状

の
調
査
や
公
金
の
滞
納
防

止
、
税
の
公
平
性
の
観
点
か

ら
、
必
要
な
条
例
制
定
も
視

野
に
入
れ
た
協
議
を
行
な
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

委
員
は
、
伊
藤
議
員
、
岩

坪
議
員
、
土
川
議
員
、
末
永

議
員
、
近
藤
議
員
の
5
人
で

す
。
委
員
長
に
は
伊
藤
忠
之

副
議
長
が
就
任
し
ま
し
た
。

〈同意事項〉

　

小
値
賀
町
議
会
は
、
国
に
対
し
、
道
州
制
の
導
入
に
つ
い
て
断
固
反
対
す
る

意
見
書
を
全
会
一
致
で
可
決
し
、
内
閣
総
理
大
臣
及
び
各
関
係
大
臣
及
び
省
庁

に
対
し
次
の
内
容
で
送
付
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

『
閉
会
中
審
査
に
な
っ
て
い
る
「
道
州
制
へ
の
移
行
の
た
め
の
改
革
基
本
法

案
」
は
、
道
州
制
導
入
後
の
国
の
具
体
的
な
か
た
ち
を
示
さ
な
い
ま
ま
、
期
限

を
区
切
っ
た
導
入
あ
り
き
の
内
容
と
な
っ
て
お
り
、
到
底
容
認
で
き
な
い
。

　

道
州
制
は
住
民
と
行
政
と
の
距
離
が
格
段
に
遠
く
な
り
、
住
民
自
治
が
衰
退

す
る
事
は
明
ら
か
で
あ
り
、
住
民
を
置
き
去
り
に
す
る
も
の
で
到
底
地
方
自
治

と
呼
べ
る
も
の
で
は
な
い
。
多
様
な
自
治
体
の
存
在
を
認
め
、
個
々
の
自
治
体

の
活
力
を
高
め
る
こ
と
が
、
ひ
い
て
は
、
全
体
と
し
て
の
国
力
の
増
強
に
つ
な

が
る
も
の
で
あ
る
と
確
信
し
て
い
る
。
よ
っ
て
、
小
値
賀
町
議
会
は
、
道
州
制

の
導
入
に
、
断
固
反
対
す
る
。
』
（
抜
粋
）

　

教
育
委
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、

田
口
美
津
子
さ
ん
を
教
育
委
員
に
任

命
す
る
こ
と
に
議
会
は
同
意
い
た
し

ま
し
た
。
任
期
は
４
年
で
す
。
ご
活

躍
を
期
待
い
た
し
ま
す
。

教育委員会委員任命の同意

教育委員会委員任命の同意

田口美津子さん

中村好秀氏

　

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
の
立
石

英
雄
氏
の
再
任
に
つ
い
て
議
会
は
こ

れ
を
同
意
い
た
し
ま
し
た
。

　

町
内
の
固
定
資
産
税
等
に
関
す
る

不
服
審
査
等
に
尽
力
願
い
ま
す
。

固定資産評価審査委員会委員選任の同意

立石英雄氏

　　　　

　 意　見　書

　

教
育
委
員
の
中
村
好
秀
氏
の
再
任

に
つ
い
て
議
会
は
こ
れ
を
同
意
い
た

し
ま
し
た
。
任
期
は
４
年
で
す
。

ご
活
躍
を
期
待
い
た
し
ま
す
。

子どもたちの学びやすい
環境をつくれるように頑
張ります。

微力ですが、子どもたち
が日々を笑顔で過ごせる
ように顔 ( がん ) 晴 ( ば )
ります！

今までの経験を活かし、
微力ながら頑張ります。

議
会
に
特
別
委
員
会
を
設
置

小値賀町国民健康保険事業特別会計補正予算（第 1 号）

　歳入歳出それぞれ 427 万 9000 円を追加し、
　予算総額を 4 億 7133 万 9000 円に

　主な歳入　繰越金　　374 万 1000 円
　主な歳出　諸支出金　652 万 7000 円
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議
員
全
員
で
県
へ
要
望
活
動

藻場再生を阻むものは、ウニや小魚の植食性動

物の働きと栄養塩の変化が大きい

神様の仕業ではないので再生の方法はあるはず

みんなで協力を

藻場再生調査特別委員会報告

　

7
月
1
日
に
県
の
新
幹
線

総
合
交
通
対
策
課
に
お
い

て
、
航
路
問
題
に
関
す
る
要

望
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

要
望
内
容
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

①
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
実
現

に
は
新
船
建
造
が
必
須
、
政

策
的
な
観
点
か
ら
業
者
へ
の

働
き
か
け
を
要
請
。

②
利
便
性
の
高
い
運
航
ダ
イ

ヤ
を
組
む
た
め
の
抜
本
的
な

対
策
と
し
て
の
諸
条
件
の
緩

和
。

③
運
賃
の
低
廉
化
と
安
定
的

な
運
航
体
制
を
実
現
す
る
た

め
の
具
体
的
な
方
策
を
講
じ

る
こ
と
。

　

県
議
会
の
総
務
委
員
会
が

開
か
れ
て
い
る
と
き
で
し
た

が
、
時
間
を
取
っ
て
い
た
だ

き
、
現
状
を
訴
え
、
運
航
業

者
へ
の
支
援
や
働
き
か
け
を

早
急
に
行
う
よ
う
お
願
い
し

ま
し
た
。

　

県
の
リ
プ
レ
イ
ス
事
業
を

活
用
で
き
れ
ば
、
運
航
業
者

が
フ
ェ
リ
ー
の
新
船
を
建
造

す
る
意
思
を
後
押
し
で
き
る

こ
と
や
、
利
便
性
の
高
い
運

航
ダ
イ
ヤ
に
す
る
た
め
に
は

現
在
の
高
速
船
を
２
隻
態
勢

に
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
、

そ
れ
が
実
現
で
き
る
た
め
の

環
境
整
備
を
し
て
い
た
だ
く

こ
と
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
が
、
運
航
業
者
の

前
向
き
な
事
業
展
開
を
促
す

こ
と
に
な
る
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

　

ま
た
、
修
学
旅
行
生
が
来

島
す
る
際
に
現
在
の
「
な
る

し
お
」
で
は
小
さ
く
て
狭
い

の
で
（
島
民
の
移
動
に
も
支

障
を
き
た
し
て
い
る
の
で
）、

修
学
旅
行
生
が
来
島
す
る
折

は
「
な
る
し
お
」
と
「
な
み

じ
」
を
一
時
的
に
交
換
す
る

費
用
を
補
助
航
路
の
赤
字
補

助
の
対
象
に
し
て
い
た
だ
く

よ
う
お
願
い
し
ま
し
た
。

　

こ
の
件
に
対
し
て
は
、
９

月
２
日
に
県
よ
り
回
答
が
あ

り
、
２
０
０
人
を
超
え
る
修

学
旅
行
生
が
小
値
賀
に
来
島

す
る
場
合
に
限
り
、「
な
る

し
お
」
と
「
な
み
じ
」
の
船

舶
移
動
経
費
を
認
め
る
と
の

こ
と
で
す
。

　

こ
れ
を
受
け
て
九
州
商
船

も
２
０
０
人
を
超
え
る
修
学

旅
行
生
が
乗
船
す
る
場
合
に

「
な
み
じ
」
を
佐
世
保
―
小

値
賀
間
に
就
航
さ
せ
る
こ
と

を
決
め
ま
し
た
。

　

他
の
案
件
に
つ
い
て
も
、

継
続
的
に
関
係
各
所
に
働
き

か
け
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

　

小
値
賀
町

議
会
は
「
機

能
的
な
議

会
」「
町
民

と
と
も
に
あ

る
議
会
」「
政

策
を
考
え
る

議
会
」
を
目

指
し
て
お
り

ま
す
。

　

町
民
の
声
を
聴
く
た
め
の
取
り
組
み

の
一
つ
と
し
て
春
に
地
区
ご
と
に
実
施

し
て
い
る
出
前
議
会
（
議
会
報
告
会
）

に
続
き
、
テ
ー
マ
を
決
め
て
自
由
に
議

会
と
意
見
交
換
を
行
う
「
議
会
と
語
ろ

う
会
」
を
10
月
の
末
に
開
催
し
ま
す
。

　

開
催
を
希
望
す
る
農
業
、
漁
業
、
商

工
会
、
老
人
会
、
婦
人
会
、
福
祉
関
係

団
体
、
観
光
業
及
び
産
品
開
発
関
連
団

体
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
、
こ
れ
ら
に
準
ず
る

諸
団
体
の
中
か
ら
5
団
体
前
後
に
対
し

て
議
会
よ
り
開
催
の
申
し
入
れ
を
行

い
、実
施
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

小
値
賀
の
現
状
の
問
題
点
や
将
来
に

向
け
た
取
り
組
み
な
ど
皆
さ
ん
と
共
に

語
り
あ
い
ま
し
ょ
う
。

　

ご
意
見
は
行
政
に
活
か
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

本
委
員
会
は
現
在
ま
で
計

10
回
の
協
議
や
研
修
、
研
究

会
を
開
催
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。

　

平
成
24
年
に
は
、
4
月
29

日
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
森
は
海
の

恋
人
理
事
長
の
「
畠
山
重

篤
」
氏
を
講
師
に
招
い
て
藻

場
再
生
講
演
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

5
月
8
日
に
は
、
稗
崎
の

ウ
ニ
ハ
ー
ド
ル
設
置
個
所
な

ど
を
視
察
し
、
問
題
点
を
確

認
し
ま
し
た
。

　

10
月
3
日
～
4
日
に
島
原

市
役
所
と
橘
湾
中
央
漁
協
の

視
察
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　

10
月
23
日
、
長
崎
県
総
合

水
産
試
験
場
の
職
員
と
町
職

員
及
び
漁
業
者
と
委
員
会
が

一
緒
に
藻
場
の
再
生
に
つ
い

て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し

た
。

　

11
月
30
日
に
は
、
ア
マ
モ

シ
ー
ト
（
ア
マ
モ
の
試
験
的

植
え
付
け
）
を
委
員
会
と
職

員
と
業
者
で
、
船
瀬
、
浜
津
、

唐
見
崎
、
筒
井
浦
の
海
底
に

設
置
し
ま
し
た
。

　

平
成
25
年
に
は
、
2
月
7

日
に
、
産
業
振
興
課
の
出
席

を
求
め
、
平
成
25
年
度
の
藻

場
回
復
事
業
に
つ
い
て
意
見

交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

７
月
25
日
に
は
、
東
京
海

洋
大
学
の
藤
田
大
介
先
生
に

来
島
し
て
い
た
だ
き
海
藻
の

状
態
を
調
査
し
て
も
ら
い
ま

し
た
。
日
本
藻
類
協
会
の
会

長
で
も
あ
る
先
生
か
ら
藻
場

の
再
生
に
つ
い
て
貴
重
な
話

を
伺
い
ま
し
た
。

　

以
上
が
現
在
ま
で
の
経
過

で
す
。

　

こ
れ
ら
一
連
の
勉
強
会
・

研
修
会
の
結
果
、
磯
焼
け
の

発
生
は
、
海
水
温
の
上
昇
や

台
風
な
ど
の
物
理
的
環
境
要

因
、
フ
ル
ボ
酸
鉄
を
含
む
栄

養
塩
の
低
下
や
水
質
汚
濁
な

ど
の
化
学
的
環
境
要
因
、
植

食
性
動
物
な
ど
の
生
物
的
環

境
要
因
の
三
つ
に
大
別
さ
れ

る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
複
合
的
要
因
に

よ
っ
て
海
藻
が
一
時
的
に
枯

れ
る
こ
と
に
よ
り
磯
焼
け
の

最
初
の
段
階
が
生
じ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

次
に
、
そ
れ
が
な
ぜ
持
続

す
る
の
か
で
す
。
小
値
賀
の

海
の
現
状
で
海
藻
が
発
芽
し

な
い
の
か
と
い
う
と
、
発
芽

し
、
網
で
覆
え
ば
成
長
す
る

こ
と
も
実
験
で
証
明
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
、
海
水
温
の
上

昇
だ
け
で
は
磯
焼
け
が
持
続

し
て
い
る
理
由
は
説
明
で
き

ま
せ
ん
。

　

発
芽
は
す
る
が
藻
場
の
再

生
に
至
ら
な
い
理
由
は
、
植

食
性
動
物
の
存
在
で
す
。
発

芽
し
た
海
藻
を
ウ
ニ
や
小
魚

が
片
っ
端
か
ら
食
べ
て
し
ま

う
の
で
、
自
然
の
藻
場
再
生

の
営
み
に
ス
ト
ッ
プ
が
か
か

る
の
で
す
。
ま
た
、
藻
類
の

成
長
に
必
要
な
栄
養
分
が
不

足
し
て
成
長
が
抑
え
ら
れ
て

い
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
の

で
す
。

　

ま
た
母
藻
の
不
足
も
あ
り

ま
す
。

　

こ
れ
ら
小
値
賀
で
考
え
ら

れ
る
要
因
に
対
し
て
そ
れ
ぞ

れ
対
策
を
講
じ
て
い
く
こ
と

が
大
事
で
す
。

　

勉
強
会
で
の
知
識
を
活
か

す
た
め
、
漁
業
者
と
の
話
し

合
い
も
必
要
で
あ
り
、
今
後

ど
の
よ
う
に
か
か
わ
っ
て
い

く
か
、
英
知
を
結
集
す
る
必

要
も
あ
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
藻
場
再
生
の
た

め
の
実
施
（
試
験
）
が
必
要

で
、
失
敗
を
恐
れ
ず
に
、
絶

対
に
実
を
結
ぶ
の
だ
と
の
気

概
を
持
っ
て
臨
み
ま
す
。　

　

皆
様
方
も
、
何
か
良
い
知

恵
、
良
い
技
法
が
あ
り
ま
し

た
ら
お
知
ら
せ
願
い
ま
す
。

修学旅行生の見送り

アマモシートと設置器具

アマモシート設置準備作業
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こ
の
定
例
会
に
「
教

会
群
～
」
を
世
界
遺

産
に
選
定
す
る
よ
う

意
見
書
を
提
出
す
る

準
備
を
し
て
い
た
だ

け
に
、
今
回
の
政
府

の
ま
さ
か
の
決
定
に
は
愕
然

と
し
た
。
と
も
あ
れ
、
来
年

以
降
の
推
薦
に
今
後
は
努
力

す
る
し
か
な
い
。

　

と
こ
ろ
で
、
９
月
20
日
の

中
秋
の
名
月
は
見
事
な
ほ

ど
、
く
っ
き
り
し
た
も
の

だ
っ
た
。
野
崎
島
も
光
の

シ
ャ
ワ
ー
を
一
晩
中
浴
び
た

に
違
い
な
い
。

   

そ
の
野
崎
島
が
い
ま
大
変

な
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
鹿

の
食
害
で
草
木
が
生
え
な
い

上
に
、
イ
ノ
シ
シ
が
増
え
て

地
面
を
ほ
じ
く
り
か
え
し
て

い
る
。
イ
ノ
シ
シ
は
凶
暴

で
、
直
面
す
れ
ば
人
に
襲
い

掛
か
っ
て
く
る
か
ら
、
旧
野

首
教
会
を
訪
れ
た
観
光
客
に

も
被
害
が
で
る
可
能
性
は
現

実
的
だ
。
用
意
し
た
意
見
書

を
見
な
が
ら
、
厄
介
な
問
題

が
発
生
し
た
、
と
編
集
し
な

が
ら
考
え
込
ん
だ
。

　
　
　
　
　
　

小
辻
隆
治
郎

編集後記

困ったときの請願・陳情とは？　自分たちの意見を町政に届ける方法

　

困
り
ご
と
を
そ
の
ま
ま
行

政
に
ぶ
つ
け
て
も
解
決
に
つ

な
が
ら
な
い
場
合
が
多
々
あ

り
ま
す
。

　

内
容
が
、
国
の
法
律
に
関

す
る
も
の
だ
っ
た
り
、
他
の

団
体
の
管
轄
だ
っ
た
り
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、整
理
し
て
み
る
と
、

行
政
に
や
っ
て
も
ら
う
だ
け

で
は
な
く
自
分
た
ち
の
ほ
う

で
も
改
善
の
必
要
な
こ
と
も

出
て
き
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
問
題
を
整
理
し

ま
し
ょ
う
。
困
り
ご
と
を
い

く
つ
か
の
問
題
に
分
け
て
、

そ
の
原
因
を
探
っ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。
原
因
も
複
数
が
絡か

ら

ま
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
丁
寧
に
ほ
ど
い
て
い
く

と
、
問
題
の
本
質
が
見
え
て

き
ま
す
。

　

原
因
が
た
く
さ
ん
出
て
き

た
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
原
因
に

対
し
て
解
決
す
る
た
め
の
方

策
を
考
え
ま
し
ょ
う
。

　

原
因
の
対
応
を
考
え
て
い

く
と
、
行
政
に
や
っ
て
ほ
し

い
こ
と
が
見
え
て
き
ま
す
。

　

や
っ
て
ほ
し
い
こ
と
が
整

理
で
き
た
ら
、
順
序
や
実
現

手
段
を
決
め
ま
し
ょ
う
。

　

声
を
届
け
て
行
政
を
改
善

し
て
も
ら
う
手
段
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
一
つ
が
議
会
に
対

す
る
「
請
願
」
で
す
。
町
民

の
代
表
で
あ
る
議
員
に
託
し

て
訴
え
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
町
民
の
皆
様
が
直
接
町

議
会
に
要
望
で
き
る
制
度
と

し
て
「
請
願
」
が
あ
り
、
こ

の
制
度
は
町
民
の
意
見
や
要

望
を
町
政
に
反
映
さ
せ
る
意

図
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

請
願
は
、個
人
で
も
法
人
、

団
体
で
も
提
出
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
そ
の
場
合
、
議

員
の
紹
介
が
必
要
で
す
。

　

先
ず
、
請
願
要
旨
、
請
願

項
目
な
ど
文
案
を
つ
く
り
ま

す
。
次
に
紹
介
議
員
を
探
し

ま
す
。
問
題
意
識
を
共
有
し

て
い
る
議
員
を
見
つ
け
る

か
、
新
た
に
説
得
し
ま
し
ょ

う
。

　

文
案
の
チ
ェ
ッ
ク
が
で
き

た
ら
、
他
の
議
員
に
も
要
望

の
内
容
を
伝
え
る
努
力
を
し

ま
す
。

　

請
願
の
表
紙
の
書
き
方
を

を
議
会
事
務
局
で
教
え
て
も

ら
い
ま
す
。
表
紙
に
は
、
最

低
1
人
の
紹
介
議
員
の
サ
イ

ン
が
必
要
で
す
。

　

請
願
書
が
で
き
れ
ば
、
議

会
事
務
局
へ
提
出
し
ま
す
。

　

議
会
は
請
願
が
提
出
さ
れ

れ
ば
必
ず
本
会
議
で
正
式
に

審
査
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　

こ
れ
が
採
択
さ
れ
れ
ば
請

願
内
容
の
実
現
に
向
け
た
具

体
的
な
動
き
が
始
ま
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
町
長
は
次

の
本
会
議
で
処
理
経
過
及

び
結
果
の
報
告
を
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

請
願
と
同
じ
も
の
に
陳

情
が
あ
り
ま
す
。
陳
情
の

場
合
は
紹
介
議
員
は
必
要

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
必

ず
本
会
議
で
審
議
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

で
も
議
会
の
意
思
に
よ
っ

て
は
同
様
に
扱
わ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
し
、
町
政

に
影
響
を
与
え
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

住
民
の
皆
様
と
と
も
に

あ
る
の
が
議
会
で
す
。
当

然
の
こ
と
な
が
ら
、
困
っ

た
と
き
や
問
題
の
あ
る
と

き
に
は
議
会
に
お
声
を
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

 

困
り
ご
と
発
生

　

 

問
題
を
整
理
し
て
み
る

　

 
本
当
の
原
因
を
見
つ
け
る

　

 

そ
れ
ぞ
れ
の
原
因
の
解
決

 
 
 

策
を
考
え
る

　

 

行
政
に
や
っ
て
ほ
し
い
こ
と

 
 
 

は
何
か
？
（
行
政
へ
の
要
望

 
 
 

の
整
理
）

　

 

請
願
・
陳
情
（
議
会
へ
）

夜間議会傍聴に向かう町民


